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はじめに 

 

ListenField 株式会社は、株式会社クボタと共同で、実証事業「タイ国でのデジタル農村

コミュニティにおける水稲の生育予測を活用した農業機械のシェアリングサービスの実

証」を、農林水産省からの受託事業として実施しました。 

 

本事業の目的は、タイ国スパンブリー県（ノン・ヤ・サイ地区）の小規模農家を対象

に、作物生育予測、作物状態診断の機能を備えた農業機械のシェアリングシステム（プラ

ットフォーム）の検証を行うものです。なお、本事業には、合計 83 名の農家が参加し、

そのうち 30 名から本事業のサービスシステム（プラットフォーム）についての評価を受

けた結果、収穫日予測によるスマートな農業機械予約サービスは小規模農家の生産性に貢

献する重要なものであることが明らかになりました。 

 本報告書は、上記活動の成果を取りまとめたものです。 

 

 ここに記して、感謝申し上げます。最後に、本報告書は、ListenField 株式会社の責任に

おいて作成したものであり、農林水産省あるいは日本国政府の見解を代表するものでない

ことを念のため申し添えます。 

 

 

2022 年 3 月 

 

ListenField 株式会社 

代表取締役 シナショウティラナン ラサリン 
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事業の背景/状況 

 

世界で生産される食料の 50％以上は小規模な家族経営の圃場で生産されている。これら

の圃場は小規模で地理的に分散しているため、大型の農業用機械を各農家が保有すること

は現実的ではない。農家は農業用機械を購入するための十分な資金を持っていないため、

コントラクタや農家グループが運営する農作業を含む機械のレンタルサービスに頼ってい

る。ところが、タイにおいてこのようなサービスは必ずしも信頼できるものではない（例

えば、機械を常に利用できるとは限らない）。農家とコントラクタ（請負業者、機械レン

タル業者）や農家グループによる機械の共有プロセスが非効率であることで適切な時期の

作業ができないことが発生している。そのため、収穫作業の時期が早すぎたり遅すぎたり

することが頻繁に発生し、農家の収入に影響を及ぼしている。そこで、農家が作物生育ス

テージを正確に予測して対応する農機を確保することは、品質と収量を向上させることに

つながると考え、生育予測を活用したスマートな農業機械シェアリングサービスのプラッ

トフォームを提案した。 

実証の対象地としたスパンブリー県はタイの中でも米の一大生産地である。当該県での

農業機械の運用の向上を実証できれば、タイ全体のコメの生産性を高め農家の生計を向上

させることにつながると考えられる。 

 

事業の目的 

 

本事業の目的は、以下のとおりである。 

・ 既存の機械や民間業者の使用状況を考慮した上で、農機のスマートシェアリングサー

ビスシステムが適用できるかの検討とプラットフォームの改良を行う。 

・ コントラクタや農家が実際に使えるシステムとして運用できるかどうか、農機シェア

リングサービスを稼働させてその運用性を実証する。 

・ 予約・機械管理システムやスマート予測機能の使用時による効率化についてユーザー

からの評価をインタビューによって得る。 

 

稲の生育予測を活用した農機シェアリングサービス 

 

・ 本プラットフォームは、インターネット上で、生育予測を組み込んだ農業機械レンタ

ルサービスを提供することで、適切な時期での農機の予約を可能にするとともに、農

業機械の予約に付随する手続きを軽減することを目的としている。 
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このプラットフォームでは、モバイルアプリケーションを通じて、農家は農業機械を

適切な時期に予約・レンタルすることができる。コントラクタは、農機のレンタル状

況をモバイルアプリケーションから管理することができる。さらに、農家はアプリケ

ーションを通じて、自分の圃場の作物の生育状態を数値化／見える化し、圃場管理の

向上をはかることができる。 

 

 

 

 

プラットフォーム（サービス）の機能は下表のとおりである。 

表１ 

機 能 概 要 対象ユーザー 媒体 

農業機械のレンタル コントラクタから農

業機械をレンタルす

るための機能 

農家 モバイルアプリケーション 

収穫期予測データ 圃場の位置と過去の

気象データを基に収

穫期を予測する機能 

農家 モバイルアプリケーション 

ウェブダッシュボード 

予約管理 予約の承認、キャン

セル、変更など、全

ての レンタルに関

する機能 

コントラクタ モバイルアプリケーション 

農業機械管理 レンタル用機械の入

力機能 

コントラクタ モバイルアプリケーション 

レンタル詳細 

（貸出の詳細） 

レンタルの詳細を見

ることができる機能 

(所在地などの基本

情報)) 

コントラクタ モバイルアプリケーション 

 

・登熟時期を予測する。 

・農業機械のレンタルを申請する。 

・収穫期予測データを閲覧する。 

・農業機械を管理する。 

・予約を管理する。 

・農業機械を輸送し作業を行う。 
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本プラットフォームのレンタル可能な機械は下表のとおり。 

表２ 

メーカー名 モデル名 馬力（hp） 

Kaset Phattana KPH-18T 225 

Kubota DC-93G CABIN KIS 93 

Kubota BK70 – DC70 / DC-70 

PLUS 

70 

Kubota DC-35 33 

Kubota CH-70 70 

Kubota DC95 95 

Thai Charoen Karn Chang Hino 260 260 

Thai Charoen Karn Chang T250 250 

 

プラットフォームの一般的メリット 

 

・ 効率化、労働不足に対応：農作業の機械化は、作業効率を向上させることがわかって

いるため、低資源・低所得の地域社会で機械化を推進することにより、圃場整備、作

物管理、収穫、運搬等の活動が強化される。 

・ 専門家/団体の参画を促進する：このプラットフォームは、農家と専門家（農学博士）

が互いにコミュニケーションをとることができる機能があるため、農家は（専門家に

対して）アドバイスを求めることができる。 

 

事業のステークホルダー 

 

この事業は、2021 年に農林水産省の支援事業を受けて実施したものであり、

ListenField、クボタ、SKC(Siam Kubota Corporation)の 3 社が協力し、タイ国内の農村を

対象として農業機械シェアリングサービスの現地導入を行った。 

 

事業の構成 

 

事業は、①対象地域の選定、②データ収集と計画、③実施、④評価の４フェーズに分け

て実施した。 

・ 対象地域の選定：本事業に適した農村を選定するための予備調査を実施し、スパンブ
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リー県ノン・ヤ・サイ地区が、本事業に最も適した農村として対象地域として決定し

た。 

・ データ収集と計画：事業対象地域の人口統計学、政治学、地理学、気象学等の情報を

収集し、これらを基に、事業の活動内容や成果物を作成した。 

・ 実施：実施にあたっては、農家やレンタル業者向けにモバイルアプリケーションの使

用方法の研修を数回実施し、実際にプラットフォームを（現地に導入）展開した。な

お、本事業は実証事業であるため、サービスの試用期間（農家とコントラクタがプラ

ットフォームを利用する期間）は 2021 年 9 月から 12 月までとした。 

・ 評価：導入後、プラットフォームの有用性を評価するために、農村や団体へのインタ

ビューを実施した。 

 

対象地域の概要（スパンブリー県ノン・ヤ・サイ地区） 

 

今回対象としたのはノン・ヤ・サイ地区のうち４つの小地区(Sub-District)でありその総

面積は 28,837ha であり、スパンブリー県の 5.30％、ノン・ヤ・サイ地区の 64.39％を占め

ている。土地利用はほぼ農地となっており、特に水田が中心となっている。調査地域の西

の Nong Kham 小地区から、Chaeng Ngam、Thap Luang、Nong Ratchawat（ノン・ヤサ

イ郡の南）まで東西約 49km にわたりほとんどが水田地帯である。 
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稲作の概要 

タイの水稲栽培には、インシーズン（雨期を利用する一期作稲） とオフシーズン（灌漑

可能な地域で乾期に行われる二期作稲）がある(下表参照)。 

インシーズンの稲作栽培は、雨期を利用する基本の稲作栽培であり、栽培期間は 4 月か

ら 10 月であるが、翌年 2 月までには収穫を行う。この稲作栽培は、１年に１回の一期作

となり、栽培期間は約 120 日間である。今回の対象地域で行われている稲作はこの栽培方

法である。 

オフシーズンの水稲栽培は、不定期に行われる稲作栽培で、その栽培期間は（日長時間

が短い期間に栽培するため）早ければ 1 月中に開花出穂し、遅くとも 4 月には収穫とな

る。乾季にあたるため灌漑施設がある地域において行われる。 
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栽培タイプ 地区 栽培形態 田植え時期 主な収穫

時期 

インシーズン Song Phi Nong,Bang Plama, 

Uthong, Nong Ya Sai 

1.乾田に播種 

2.水田に播種 

3.移植 

4 月、5 月 10 月 

オフシーズン 灌漑施設がある場合  11 月 4 月 

 (Source: OAE, 2021) 

 

栽培されている米の品種 

ノン・ヤ・サイ地区では、 KDML105、RD41、RD49、RD71 の少なくとも 4 品種が栽

培されている（SPB-DOAE、2021 年）。また、スパンブリー県の Thailand Rice Science 

Institute（TRSI）では、スパンブリー1、RD41、RD43、Pathum Thani 1、Hom Suphan

等の品種を提供しており（TRSI, 2021）、その詳細は下表に示すとおり。 

 

品種 日照に対する特性 栽培期間（月） 

KDML105 日長感応性 栽培開始時期による 

RD41 非日長感応性 105 日 

RD49 非日長感応性 102-107 日 

RD71 非日長感応性 95 日 

RD43 非日長感応性 120 日 

Pathum Thani 1 非日長感応性 120 日（移植の場合） 

110-115 日（播種の場合） 

Hom Suphan 非日長感応性 120 日 

 

気象条件 

タイの中部地方は、2 月から 5 月中旬にかけて通過する南シナ海からの南東モンスーン

の影響を受け高温の夏となる。5 月から 10 月中旬まではインド洋から南西モンスーンが通

過し、雨期となる。冬期は北東モンスーンの影響を受ける 10 月から 2 月中旬となる。 

 一般的な気象概況は、以下のとおり。 

・年間平均気温：28℃  

・年平均相対湿度(Rh)：73％ 

・年平均地上風速：3km/h 

・蒸発量 155.7mm/月 

 

灌漑の状況 

水資源は、地下水と表流水があり、ノン・ヤ・サイ地区は起伏の多い地域であるため、
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灌漑はほとんどなく、自然河川も少ない。クラサオダムからの用水路がノン・ヤ・サイ地

区にあるが、ほとんどが上水として利用されている（農業用水として利用されていない年

もある）。 

 

土壌 

ノン・ヤ・サイ地区には、Daem Bang (Db), Don Chedi (Dc), Dong Yang Aen (Don), 

Ban Chong (Kpg), Ma No Rom (Mn), Nakhon Pathom (Np), Sai Ngam (Sg)、の 7 つの土

壌系統がある。ノン・ヤ・サイ地区の土壌の多くは、下表と図に示すように、Db と Mn 

である。 

 

 

 

 

 

 

Sandy loam:砂地、Clay loam:粘土質、Silt loam: シルト質壌土、Loam:壌土、Clay-silt-

loam:粘土・シルト質壌土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実施 

 

COVID-19 の状況や、対象地域の洪水が稲刈りの時期に影響するなど、いくつかの課題

があったが、現地にて運営チームを結成し、事業を進めた。当社のプロジェクトマネージ
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ャーとコミュニティメンバー、現地コーディネーター６名、コントラクタ８名、農家 83

名（左記現地コーディネーター及びコントラクタを含む）が事業の実施に関わった。 

6 名の現地コーディネーターは対象地域の農家であり、事業のために地域のコントラク

タや農家に事業の内容や要望を説明した。さらに、現地コーディネーターは、農家やコン

トラクタが、FarmAI アプリケーションや農業機械のシェアリング機能を使うことを理解

しているかを確認した。さらに、農家やコントラクタが農作業用アプリケーションの操作

に戸惑ったり、初めて使う農家をサポートする現地指導員として活動した。本事業の関係

者全員が、地域の農業機械のシェアリングの実態を把握できるよう、事業期間中は随時モ

ニタリングとデータ収集を行い報告した。 

農家やコントラクタが農業機械のシェアリング・システムを利用する理由は、その機能

が魅力的で新しいと感じたためであった。例えば、支払いが期限内に行われたかどうかを

追跡も可能なことや、FarmAI で農機の稼働カレンダーと空きカレンダーを表示させれ

ば、予約管理が容易になる点があげられる。 

 

  農家が稲刈り日を選択し予約できるように、8 名のコントラクタが稲刈り機の情報をシ

ステムに入力した。彼らの役割は、FarmAI のアプリケーション「マシンシェアリング・

システム」を主なツールとして、稲の刈取作業を実施することである。期間中、予約の受

付、キャンセルなどで管理し、収穫作業を行った際には必ず「完了」ボタンをクリックす

るようにした。ほとんどのコントラクタは習得が早く、自ら農家をシステムに招待し使い

方を教えることもあった。コントラクタには予約の管理が容易になることが魅力であり、

さらに、誰が何時何分に予約の履歴を証拠として残せることもよい点として評価された。

コントラクタは、これらの技術を使うことで、時間を節約し、より多くの顧客である農家

を獲得し、顧客の期待にうまく応えられることできると判断した。 

 

ノン・ヤ・サイ地区の現地農家は、過去にソーシャルメディアのチャンネルや現地視察

で何度も騙された経験があるため、外部からの製品を簡単には信用はしなかった。 

しかし、新しい情報技術に興味のある現地農家等は、当社のプロジェクトチームの発足

を受け、一緒に仕事をすることに前向きであった。それは、農家は自分たちの地域に対し

て、収穫機を扱う業者が限られていること、また、コントラクタがキャンセルすると、新

しい収穫機を予約するのが困難なことが理由である。今回の農業機械のシェアリング機能

を使えば、空いている他のコンバインを簡単に検索して予約することができるため、参加

した 75 名の農家は、業者から機械を確保することができた。 

 

 当社は、毎週、現地コーディネーターの育成にも取組み、サポートが必要なときは、コ

ントラクタに直接働きかけ、ダウンロード数と予約数を記録し、事業の関係者をアップデ

ート、事業の進捗を把握して、事業参加者に積極的に関わってもらえるよう努めた。 
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研修会の開催 ：ノン・ヤ・サイ地区では、農業機械のシェアリングサービスの導入に先立

ち、様々な研修会を実施した。これらの研修会の目的は、参加者（農家、コントラクタ、

農業団体）が、モバイルアプリケーションとウェブダッシュボードのインターフェイスを

理解するためであり、参加者は、合計 83 名（農家 69 名、コントラクタ 8 名、現地コーデ

ィネーター6 名）であった。（研修内容は以下のとおり） 

- モバイルアプリケーションの登録方法 

- 圃場に関する詳細の入力と表示方法 

- 営農履歴の記録方法 

- 農業機械のレンタル方法 

- レンタル依頼の受付・キャンセル方法 

- レンタルの管理方法 

- 収穫日の予測方法 

- 作物の生育状態を推定する方法 

 

実証サービスリリース：ノン・ヤ・サイ地区における農業機械のシェアリング・プラット

フォームの試行期間は、2021 年 9 月から 2021 年 12 月までとした。 

この期間、当社は農家とコントラクタへの技術サポート、またシステムに何らかの問題

が発生した際の対応を行った。 

 

事業の評価 

 

事業参加者 30 名（現地コーディネーター6 名、コントラクタ 8 名、農家 16 名）から、

農機シェアリング・プラットフォームに対する評価を得ることができた。 

参加者の機械シェアリングプラットフォームに対する満足度を測定するために、CSAT

という顧客満足度の指標を使用した結果は、下表のとおりであり、試用期間終了後に参加

者の満足度は 75%であった。 

 

 

質問 最大スコア 合計平均スコア 満足度（％） 

全体として、農機シェアリング機能にど

の程度満足していますか？ 
5 3.8 76 

全体的な FarmAI アプリケーションの使

い勝手はいかがでしたか？ 

（マシン共有機能の操作性について） 

5 3.8 76 
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全体として、今後もこの農機シャアリン

グシステムを使い続けたいですか？ 
5 3.8 76 

この機能やアプリケーションを、どの程

度あなたの友人や家族に勧めたいと思い

ますか？  

5 3.9 78 

予約の申請・キャンセルはどの程度簡単

でしたか？全体として、収穫日の予測に

どの程度満足されましたか？ 

5 3.6 72 

合計 75 

 

事業実施時に発生したリスク 

 

事業の実施期間中は、コロナ禍、天候不順（洪水）による活動の制約、農家の積極的な

参加等の課題があった。 

コロナ禍のため、プロジェクトチームは対面によるインタビューやセミナーの日程調整

に制約を受け、モバイルアプリケーションについて農家へ聞き取りを行う機会が制限され

た。また、事業実施期間中に何度も洪水が発生した。さらに、農家は、家庭や仕事の都合

で事業に参加できなくなることも予想されたが、事業への参加する理由を説明すること

で、最終的には、多くの農家が参加者することになった。 

 

実証事業終了時の獲得ユーザー数 

予約状態 11月09日 11月14日 11月22日 11月29日 12月07日 12月14日 12月22日

予約承認待ち 5 15 11 17 6 7 9

予約承認済み 50 13 16 34 16 15 15

完了 3 17 17 16 60 59 60

キャンセル 13 44 42 15 16 10 10

予約拒否 17 5 8 17 17 16 16

予約総数 88 94 94 99 115 107 110

備考
試行アカウ

ント削除  

 

結論 

 

農業機械のシェアリングサービスは、小規模農家コミュニティの生産性を向上させ、農
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家の所得を安定させ、ひいては食料安全保障を強化する可能性がある。また、アプリケー

ションを通じて適切で実用的な栽培に関する農業アドバイスを農家が受けることでも、小

規模農家の能力を向上させ、農業の持続可能性を促進することができる。 

 

タイ国スパンブリー県ノン・ヤ・サイ地区においては、信頼できる機械共有サービスへ

のアクセスがなく、収穫時期について予測できない状態であった。当該地区において、稲

の生育予測を利用した農業機械のシェアリングサービスの実証試験を行ったところ、サー

ビスの有効性が示された。参加農家はモバイルアプリケーションにアクセスし、最適な収

穫時期を予測しその時期に農機を予約することができた。これにより農家は適切な収穫時

期に刈取をおこなうことができ、収穫量の損失リスクを低減させることができた。また、

農機オーナーであるコントラクタは予約の受付、変更、費用の収受といった予約管理を効

率的に行うことができるようになった。1 年間の実証試験の実施後のアンケート調査で

は、全体の 75％の満足度を達成したことから、このようなサービスはタイの小規模農家の

稲作コミュニティで高い普及率が見込めることが示唆される。 

 

事業期間中に直面した最大の課題は、コロナ禍及び天候不順による活動の制約、そして

農家の継続的な参加だった。そこで、プロジェクトチームは、現地コーディネーターをモ

バイルアプリケーションのエキスパートとして育成し、プロジェクトチームの延長線上に

位置づけた。また、必要に応じてオンラインでのワークショップも実施した。 

 

今後の弊社の活動予定： 満足度が高いことから、このサービスはタイの他地域の零細米作

農家で十分に活用できる可能性がある。このサービスをスパンブリー県内外の他の小規模

農家にも拡大し、農業生産高の安定と収益向上に有効であることをさらに検証することが

推奨される。今後、弊社としては、現地コーディネーターの獲得とトレーニングを継続し、

スムーズな導入とユーザー体験を実現するためのユーザーサポートの仕組みを改善するこ

とを検討する。 
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補足資料 

補足資料 1. 現地の写真 

 

  
フィールドでのレクチャー 1 

 

フィールドでのレクチャー 2 

  
フィールドでのレクチャー 3 

 

フィールドでのレクチャー 4 

  

フィールドでの使用風景 1 フィールドでの使用風景 2 
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セミナーの様子 1 

 

セミナーの様子 2 

  
セミナーの様子 3 

 

セミナーの様子 4 

  
利用者へのフォロー 1 利用者へのフォロー 2 
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補足資料２. インタビュー詳細 

インタビュー対象として選んだ農家の数と属性： 

 

・ListenField とクボタチームで合計 30 名の方にインタビューを行った。 

・6 名：現地コーディネーター／農業従事者 

・8 名：コントラクタ 

・16 名：一般農家 

 

評価方法： 

 

1. ListenField とクボタが農家を特定。 

2. ListenField が半数に電話をかけて評価を聞く。 

3. クボタが参加者の半数に電話し、評価を持参させる。 

4. アンケート情報を Google フォームに保存する。 

5. アンケートは 2 種類ある。 

- 業者向けアンケート 

- 農家の方へのアンケート 

 

CSAT の仕組み 

 

ユーザーの満足度を以下の 1〜5 で採点してもらい、単純平均で算出した。 

- 1：全く満足していない 

- 2：満足していない 

- 3：どちらでもない 

- 4：満足している 

- 5 点：非常に満足（最高点） 

 

スコア 3（ニュートラル）の統計的誤差を防ぐため、ユーザーは定性的なコメントを入力

する。シナリオの例は以下の通りである。 
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ユーザーA の平均 CSAT スコアは 3.6 点 

ユーザーB の平均 CSAT スコアは 4.3 点 

ユーザーC の平均 CSAT スコアは 4.7 点 

 

CSAT パーセンテージ（%）は、ユーザーレベルの平均スコアをすべて加算し、最大スコ

アで割って 100 を掛けた数値になる。 

 

 

 

CSAT スコアは、肯定的な回答（満足した顧客）を総回答数で割って 100 を掛け、パーセ

ンテージで表示することで算出する。例えば、回答が合計 50 件あり、45 件が肯定的な回

答であれば、CSAT は 90％となる。これは Yes/No 等、二項対立（二択）の質問への回答

を表現する場合には有効だが、満足度に関する連続した数値で表現する場合は計算方法が

異なる。 

 

二項対立（二択）の質問では満足度 1~3 が全て 0 とカウントされるため、今回我々が採用

した CSAT スコアは、ユーザーからの満足度の結果をより正確に反映すべく、与えられた

ユーザーごとの平均スコアをすべて加算し、最大スコアで割って 100 を掛けた数値とし

た。 

 

(Source: How to Calculate CSAT ＆ What It Means for Your Business) 

https://monkeylearn.com/blog/csat-calculation/ 

 

 

 

https://monkeylearn.com/blog/csat-calculation/
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CSAT の計算で使用した質問： 

質問 
最大 

スコア 

全体として、マシンシェアリング機能にはどの程度満足していますか？ 5 

全体として、FarmAI アプリケーションの機械共有機能の操作性はいかがでし

たか？ 
5 

全体として、今後もマシンシェアリングシステムを利用したいと思いますか？ 5 

この機能やアプリケーションを友人や家族に薦める可能性はどの程度あります

か？ 
5 

予約の受付/辞退は簡単でしたか？// 全体的に収穫日の予測にどの程度満足さ

れましたか？ 
5 

 

CSAT スコアの合計値： 

質問 

最大 

スコ

ア 

平均値

スコア 
満足度％ 

全体として、マシンシェアリング機能にはどの程度満足

していますか？ 
5 3.8 75% 

全体として、FarmAI アプリケーションの機械共有機能の

操作性はいかがでしたか？ 
5 3.8 76% 

全体として、今後もマシンシェアリングシステムを利用

したいと思いますか？ 
5 3.8 76% 

この機能やアプリケーションを友人や家族に薦める可能

性はどの程度ありますか？ 
5 3.9 78% 

予約の受付/辞退は簡単でしたか？// 全体的に収穫日の予

測にどの程度満足されましたか？ 
5 3.6 72% 

満足度スコア 75% 
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農家へのアンケートの結果の詳細: 

 

全体として、マシンシェアリング機能にはどの程度満足していますか？ 

回答数：21 件

 

 

 

全体として、FarmAI アプリケーションの機械共有機能の操作性はいかがでしたか？ 

回答数：22 件 

 

 

 

全体として、今後もマシンシェアリングシステムを利用したいと思いますか？ 

回答数：21 件 
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この機能やアプリケーションを友人や家族に薦める可能性はどの程度ありますか？ 

回答数：22 件 

 

 

 

収穫日の予測は的中したと思いますか？ 

回答数：22 件 

 

 

 

収穫日のスマートな予測は重要だと思いますか？もしそうなら、どのように重要なのでし

ょうか？ 

回答数：22 件 
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予測された日付と実際の日付にズレはありましたか？ 

回答数：22 件 

 

 

 

そのズレの理由は何ですか？ 

回答数：22 件 

 

洪水などの自然要因/コントラクターの空き状況/ズレなし/連絡先未入力の業者もあった/ 

コントラクターのコロナ感染による予約スケジュールの遅れ/システム上では、ある特定の

日を予約していたとしても、状況に応じてその前後に収穫しなければならないこともある 
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コントラクターへのアンケートの結果： 

 

FarmAI とマシンシェアリング機能の利用を誰に紹介されましたか？ 

回答数：8 件 

 

 

 

全体として、マシンシェアリング機能にはどの程度満足していますか？ 

回答数：8 件 

 

 

全体として、FarmAI アプリケーションの機械共有機能の操作性はいかがでしたか？ 

回答数：8 件 
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全体として、今後もマシンシェアリングシステムを利用したいと思いますか？ 

回答数：8 件 

 

 

 

この機能やアプリケーションを友人や家族に薦める可能性はどの程度ありますか？ 

回答数：8 件 
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補足資料３. 事業概要 
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補足資料 4. FarmAI の収穫適期予測に基づく収穫計画生成機能 

 

 

 

植え付け日(Planting Date. この例では 2021 年 7 月 20 日) を農家が設定すると、FarmAI

は収穫適期を予測（この例では 2021 年 12 月 3 日）、自動的に収穫作業計画を生成する。 
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補足資料 5. 農機シェアリングの機能説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家が予約する際の予約画面        コントラクタが農機を登録する際の画面 

 

（左図補足） 

植え付け日入力によって自動生成された収穫計画をクリックすると農機予約画面に農家を

誘導、農家は適切な農機を予約することができる。 

（右図補足） 

コントラクタは所有する農機を管理できる。 
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補足資料 6. 現地コーディネーター向け説明資料 
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補足資料 7. 農家向け説明資料 
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補足資料 8. コントラクタ向け説明資料 
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